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６６６６....４４４４    インバータの定期点検についてインバータの定期点検についてインバータの定期点検についてインバータの定期点検について    
    
インバータを長い間安心してご使用していただくために、また、不測の不具合を未然に防止するうえで

も、保守、点検をおすすめします。重要な設備に使用している場合は特に重要です。 
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■ 絶縁抵抗試験、耐圧試験（参考） 
下図のように端子を短絡して、下記条件で行います。 
 
・ 絶縁抵抗試験は 500V メガにて下記端子とアース間を測定し、5ＭΩ以上であることを確認して 
ください。 

・ 耐圧試験は行わないでください。 
ただし、やむなく実施する場合は下記端子とアース間に AC1500V を 1 分間印加し異常のないことを 
確認してください。（400V 級の場合は、AC2000V を 1 分間印加） 

・下記端子以外は耐圧試験を行わないでください。 
・耐圧試験の印加電圧は徐々に上昇、下降させ 0V に戻してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注1) 高温重負荷でご使用の場合寿命が著しく短くなりますので、ご注意ください。また保管期間が 3年以上経過した 

コンデンサに取替える場合は、使用前に下記条件でエージングをしてください。 

① 最初にコンデンサ定格電圧の 80％の電圧を常温で 1時間印加 

②次に電圧を 90％に上げて 1時間印加 

③最後に定格電圧を常温で 5時間印加 

注2) プリント板及びインバータモジュール取り扱い上の注意 

通常の使用方法では保守を必要としませんが、保守点検を必要とする場合は次の点に注意して行ってください。 

・静電破壊防止 

インバータモジュールの IGBT やプリント板上の MCU、IC などは静電破壊を起こすことがありますので、作業台、 

半田ゴテ、人体を接地してから取り扱ってください。 

Ｒ Ｓ Ｔ ＰＲ Ｐ Ｎ Ｕ Ｖ Ｗ 

メガ 

0.1秒以上 0.1秒以上 

印加電圧 

時間 

絶縁抵抗、耐圧試験 

時間 
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 入出力電圧、電流、電力の測定方法   
 
入出力電圧、電流、電力測定のための一般的な測定器を以下に示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
測定項目 測定箇所 測  定  器 備 考 測定値の基準 
電源電圧 
 

ＥＩＮ 

Ｒ－Ｓ，Ｓ－Ｔ，Ｔ－Ｒ間 
 
(ＥＲ)，(ＥＳ)，(ＥＴ) 

可動鉄片形電圧計 
     又は 
整流形電圧計 

全実効値 
200V 級 
180～242/180～253V  
400V 級 
342～457/360～506V 50/60Hz 

電源電流 
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Ｒ，Ｓ，Ｔの電流 
 
(ＩＲ)，(ＩＳ)，(ＩＴ)  
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入力電流にアンバランスがあ
る場合 

ＩＲ＋ＩＳ＋ＩＴ 
3 
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Ｒ－Ｓ，Ｓ－Ｔ，Ｔ－Ｒ間 
 
(Ｗ11)＋(Ｗ12)＋(Ｗ13) 

電流力計形電力計 全実効値 
 
三電力計法 

電源側力率 
 

ＰｆＩＮ 

電源電圧ＥＩＮ、電源電流ＩＩＮ及び電源側電力ＷＩＮの測定値より算出します 
ＷＩＮ 

√3・ＥＩＮ・ＩＩＮ 

 

出力側電圧 
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Ｕ－Ｖ，Ｖ－Ｗ，Ｗ－Ｕ間 
 
(ＥＵ)，(ＥＶ)，(ＥＷ) 

下図参照 
   又は 
整流形電圧計 

基本波 
実効値 

 

出力側電流 
 

ＩＯＵＴ 

Ｕ，Ｖ，Ｗの電流 
 
(ＩＵ)，(ＩＶ)，(ＩＷ)  

可動鉄片形電流計 全実効値 
 

出力側電力 
 

ＷＯＵＴ 

Ｕ－Ｖ，Ｖ－Ｗ間 
 
(Ｗ01)＋(Ｗ02) 

電流力計形電力計 全実効値 二電力計法 
(又は三電力計法) 

出力側力率 
 

ＰｆＯＵＴ 

電源電圧ＥＩＮ、電源電流ＩＩＮ及び電源側電力ＷＩＮの測定値より算出します 
ＷＯＵＴ 

√3・ＥＯＵＴ・ＩＯＵＴ 

 

 
■ 注意事項 
出力電圧は基本波実効値、電流及び電力は 

全実効値を示す計器をご使用ください。 
インバータ出力波形はＰＷＭ制御による波 

形のため低周波では特に誤差を生じますが 
上記の計器、方法が比較的正確です。テスタ 
ー（汎用品）は適応できない場合が多いので 
ご注意ください。 
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2 
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ＶＤＣ 

ダイオード 
600V0.1A 以上(200V 級) 
1000V0.1A 以上(400V 級) 

300V  (200V 級) 
600V  (400V 級) 
可動コイル形 

基本実効値：ＶＡＣ1.1×ＶＤＣ 

出力電圧の測定方法 
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 予防保全の詳細  （(社)日本電機工業会 発行「汎用インバータ定期点検のおすすめ」による） 
 
表６－10、11 に一般的・正常な使用条件（周囲温度・年平均 30℃、負荷率は 80％以下で稼働率は一日

当たり 12時間以下）における定期点検と部品交換の目安を記します。これらはメーカやインバータの機種
によって多少異なる場合もあります。具体的な点検条件、部品交換レベルの設定については、それぞれ取
扱説明書などをご参照ください。 
 

表６－10 定期点検項目 
点 検 周 期 

定期 点検箇所 点 検 項 目 点  検  事  項 日
常 1 年 2 年 

周  囲  環  境 周囲温度、湿度、塵埃、有害ガス、オイルミスト等を確認 ○   
装  置  全  般 異常振動、異常音はないか ○   全    般 
電  源  電  圧 主回路電圧、制御電圧は正常か ○   

全          般 

(1) メガーチェック(主回路端子と接地端子間) 
(2) 締付部の緩みはないか 
(3) 各部品に過熱のあとはないか 
(4) 清掃 

 

 
○ 
○ 
○ 

○ 

接続導体・電線 (1) 導体に歪みはないか 
(2) 電線類被覆の破れ、劣化(ヒビ割れ、変色等)はないか  ○ 

○  

トランス・リアクトル 異臭、異音なうねり・音はないか ○   
端   子    台 損傷していないか  ○  

平滑コンデンサ 
(1) 液漏れはないか 
(2) ヘソ(安全弁)は出ていないか、膨らみはないか 
(3) 静電容量の測定、絶縁抵抗の測定 

○ 
○ 

 
 
○ 

 

リレー・コンタクタ 
(1) 動作時にビビリ音はないか 
(2) タイマの動作時間の確認 
(3) 接点に荒れはないか 

 
○ 
○ 
○ 

 

主 回 路 

抵   抗   器 (1) 抵抗器絶縁物のワレはないか 
(2) 断線有無の確認  ○ 

○  

動作チェック 

(1) インバータ単体運転にて、各相間出力電圧のバランスの 
確認 

(2) シーケンス保護動作試験を行い、保護、表示回路に異常の
ないこと 

 

○ 
 
○ 
 

 

全     体 (1) 異臭・変色はないか 
(2) 著しい発錆はないか  ○  

制御回路 
保護回路 

部品 
チェック 

コンデンサ 液漏れ、変色跡はないか ○   

冷却系統 冷 却 フ ァ ン 
(1) 異常振動、異常音はないか 
(2) 接続部の緩みはないか 
(3) エアフィルタの清掃 

○ 
 
○ 

 
○ 
 

 

表          示 (1) ランプ切れはないか 
(2) 清掃 

○ 
 

 
○  

表    示 
メ    ー    タ 指示値は正常か ○   
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表６－11 交換部品 

部品名 標準交換年数 交換方法・その他 

冷却ファン ２～３年 新品と交換 

平滑コンデンサ ５年 新品と交換(調査の上決定) 

ブレーカ 
リレー類  調査の上決定 

タイマ  動作時間調査の上決定 

ヒューズ 10 年 新品と交換 

プリント板上 
アルミコンデンザ ５年  

 
表６－11 の運用に当たっては、下記についてご配慮ください。 
 
(1) 表６－11 に示す交換年数は、偶発故障期間 tb（次頁参照）を示し、この期間を経過した時点で新品
との交換を行えば磨耗故障をかなり高い確率で予防できることを示す目安であり、機種によって異な
りますので、故障発生の絶無を保証するものではありません。 
なお、その他機種により交換部品が指定される場合があります。 

(2) 使用環境（周囲温度、通風条件）や使用率（負荷率、電圧印加時間率）によっては、この交換年数が
変わることがあります。 

(3)インバータが下記の項目に適合するときは、交換年数の短縮を考慮する必要があります。 
(イ)温度、湿度の高い場所あるいはその変化の激しい場所で使用する場合。 
(ロ)運転、停止を頻繁に繰り返す場合。 
(ハ)電源（電圧、周波数、波形歪等）や負荷の変動が大きい場合。 
(ニ)振動、衝撃の多い場所に設置された場合。 
(ホ)塵埃、塩分、亜硫酸ガス及び硫化水素などの有害ガス、オイルミスト等悪い雰囲気の中で使用 

        する場合。 
(ヘ)使用前の保管状況が悪い場合及び長期保存された場合。 
(ト)電源容量がインバータ容量より非常に大きい場合。 
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(注 1)交換年数の決定に当たって 

一般に部品の故障の形態は図６－２により知られているように、初期故障、偶発故障、磨耗故障の 3
段階に分けられます。初期故障は製造者における製造、調査過程で除去されるよう配慮され、偶発故
障は機器の耐用寿命期間内において磨耗が進行する以前に任意に起こる予期できない突発的な故障
で技術的な対策をたてることが難しく、現時点では、統計的な取り扱いに基づく施策しかとることが
できません。 
磨耗故障は、劣化の過程や磨耗の結果として耐用寿命の終末付近で発生するもので、故障が時間の経
過と共に急激に増加します。ここに示す交換年数は、図６－２の tb 点を指すもので、この時点で特
定の部品を新品と交換することにより、予防保全の適切化を計ろうとするものであります。 

 
(注 2)磨耗故障期（耐用年数、寿命）について 

部品の耐用年数は、使用環境により大きく変わります。 
(a) 例えば、リレーは接点の荒れの程度により寿命が決まります。 
したがって、接点電流値や負荷のインダクタンス分が寿命の要因となります。 

(b) 例えば、コンデンサ（アルミ電解コンデンサ）は、インバータ内で主として平滑フィルタ部品とし
て使用されております。 
このアルミ電解コンデンサは、内部で化学反応が行われているので、温度によってその寿命は極端
に変わります。 
一般にアルミ電解コンデンサには、「アレニウスの法則（10℃ 2 倍則）」があり、温度が 10℃高 
くなると寿命は 1／2 となり、10℃低くなると寿命は 2 倍に伸びるという特性があり、インバータ
の寿命を支配しています。 
インバータを高温で使用した場合、他の部品はまだ偶発故障期間内であっても、アルミ電解コンデ
ンサは磨耗故障期間にすでに突入している場合があります。この場合、インバータを更に長く使用
するには、アルミ電解コンデンサの交換が必要となってきます。 

偶発故障期間

摩耗故障
期間

初期故障
期間故

障
発
生
率

使用年数

0 ta tb 

寿
命

温度

「アレニウスの法則」

図６－２
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 インバータ盤定期点検要領書(例)  
 
以下にインバータ盤定期要領書の例を示します。 

 
〈インバータ盤定期点検要領書 (例)〉 

 
1.外観チェック結果      結果     
1.1 盤内の器具取付け部品等の汚損、脱落がないか目視し確認する。 
1.2 主回路のネジの緩みがないか手でしごいて確認する。 
1.3 主回路コンデンサ（平滑、転流、進相コンデンサ等）の、油漏れ、異臭、変形、 
    変色がないか。 
1.4 フィルターの目詰まりがないか。 

 
2.メガーチェック（500V メガーで 2MΩ以上）   結果         MΩ 
主回路、操作回路を外部端子台でメガーテストを実施する。 
プリント板にメガーの電圧が印加されないよう、シーケンス上で予め確認をとる。 
 
3.シーケンステスト結果 
シーケンステストを実施する前に、モータの接続（図 1の矢印）を必ず外すこと。 
3.1 電源チェック 
(1)電源電圧（±10％）    AC        (V) 
(2)操作回路電圧（±10％）    AC        (V) 

   又は DC        (V) 
3.2 故障検出回路動作チェック 
(1)インバータ故障 
模擬的に故障を起こしたとき、インバータが停止し故障表示がでること。 

(2)各サーマルリレーのテスト釦を押し模擬的に過負荷状態にし、インバータが停止する 
   こと。 
(3)遠方（自動）／手元（手動）モードで運転できること。 
(4)冷却ファン（天井ファン、サイリスタ、トランジスタ・スタックファン）から異 
常音、ブレ等がなくスムーズに回転していること。 
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印の所を外す(シーケンステスト) 
 

図６－３ インバータブロック図 
 
 

4.モータ組合わせ（モータ単独）    結果    
3 項で外したケーブルを接続し、下記項目につきテストを実施する。 
(1)遠方（自動）／手元（手動）切換えスイッチを手元側に倒す。 
(2)速度設定器を“零”にセットする。 
(3)インバータを運転し速度設定を、序々に変化し定格回転数になるまで上昇させる。 
(4)遠方（自動）にし(3)項同様のテストを実施する。 
(5)図６－４の組合わせデータを取る。 
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設設設設    備備備備    名名名名    称称称称                        
 
 仕 様 

製 造 番 号   測定日  
形 式   測定者  インバータインバータインバータインバータ    
容 量   電源電圧 Ｖ 
製 造 番 号   周波数 Hz 
形 式 、 容 量     ｋＷ    Ｐ  絶縁抵抗 MΩ 
定格電圧、電流            Ｖ      Ａ 
定 格 回 転 数 r/min 

モータモータモータモータ    

周 波 数  Hz 
 
 

組み合わせデータ 
速度指令 
(V) 

出力周波数 
(Hz) 

出力電圧 
(V) 

出力電流 
(A) 

回転数 
(r/min ) 備 考 

      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      

 
 
 
 
 
 

図６－４  データシート 




